
鳥取環境大学報　第8号　平成19年2月14日6

プロジェクト研究 プロジェクト研究とは、調査・分析を通じて多角的な視点から解決
策を導く力、

プロジェクト名

指導教員 ： 環境政策学科 教授   小林 朋道

プロジェクト概要

野生動物の減少に関する問題の一つに、車に

はねられての事故死（ロードキル）がある。特に、

貴重種のロードキルは大きな環境問題である。

大学周辺の道路でも毎年、多くの野生動物がロー

ドキルに遭うことは意外に知られていない。

今回のプロ研では、このような野生動物のロード

キルを防ぐ対策として、それが多く起こる道路に

「タヌキ注意」の標識をたてることを目標にして

活動した。

活動概要

目標の達成のためには、どのような場所に、ど

のような資料をもって働きかければよいかを話し

合い、道路を管理する国土交通省にコンタクトを

とった。その後、大学周辺におけるタヌキの生息・

活動の状況、タヌキのロードキルの発生状況な

どの資料をもって国土交通省中国地方整備局を

訪ね、標識の設置やその場所について依頼や

協議をおこなった。その結果、標識の設置につ

いては許可が下り、国土交通省中国地方整備

局の担当者の人も交えて、現地で設置場所の

検討を行い、６月の下旬、２箇所に「タヌキ注意！」

の標識を設置することができた。

標識の場所については、「車の運転者がタヌキ

をはねやすい場所の手前で、標識に気づきやす

いこと」を優先項目にして決めたが、それ以外

にも、夜間、標識が目立ちやすい道路沿いの街

頭の下に設置するなど、こちらの考えた意見も

反映された。

今後、標識がタヌキのロードキルの減少につな

がることを期待しながら、効果を見守っていきたい。
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関係組織に働きかけて

大学周辺の道路に「タヌキに注意！」の

看板を設置しよう！


